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　　 木本に お け る 分子 レベ ル で の 尭合 成研 究 は 、 草本の そ れ に 比 べ て 、著 しく立ち

　 遅れて い る。 そ こ で 、 ニ ホ ン ナ シ を用い て 、 Ll｛CP （Light　 Harvestipg　 Chlorophy

　 ll　 a ！b　 Pr。tein）及び RuBPC　・　SSu （Ribur。se −i，5−bisphospha七e　 carb 。xy ｝ase ／exy

　 genase 鋤 訊il　 Subunit）の cbNA ク該
一 ン を と り 、 そ の 全 塩基配 列 を決定 して 、 今

　 まで 1こ得 られて い る他植物で の 知見 と比 較 して 、 そ れ らの 蛋 白の 変異 を検 討 した 。

　　（方法）ニ ホ ン ナ シ （長十郎 ）素展 開葉 を 、 液体窒 素中で 粉砕 し 、 グ アニ ジ ン チ

　 オシ ア ネ Pt 卜法 に よ ゆ抽 殱 凝行 V丶 上清に つ い て 、 5。7M　 CsC 且，
28 ，eoOrpm　2

　 4碍 間の 平 衡密 度 勾配遠心法凝行い 、 全 RNA 画分 を得た 。 こ れ か ら 、 mRNA

　 を抽出す る叛 め に 、 オ リゴ （dT）セル ロ　
一一ス カ ラ ム ク ロ ？ トグ ラ フ ィ

ー を行 い 、 吸

　 着剛 ｝を得 た 。 こ の 飆 R 瓣 A を 鋳型 と して 、 Gubler −lloffmanの 茄 去に よ り・ cD

　 NA を合成 し 、
　 dG 。 llC　taElingluよ り 、 発現 ベ ク タ ー pUC8 に つ な ぎ 、　 llanahanの

　 方法に よ っ て 1；．t−。。｛｝S2．L廴」聡 3株 に 形質転 換 し海 。 こ う して 得 られ 滋 cDNA ラ イブ

　 ラ リーか ら 、 一 の ゲ ノ ム ク ロ ー・ン pLgAB19 （Stiekant　et．al ． 1983）を

　 ブ ロ ーブ と して 、 コ 繊 ニ ーハ イブ リダ イゼ ー シ SUン に よ む、ハ イブ リ ッ ド形成す

　 るク tt　一一ン を得掩 、 こ の c鯏 Aク iコ ーン の う ち、全 鎖長 を含 む と思 わ れ る長 さの イ

　 ン サ ー トを持 っ 尨 ク雛 一ン につ いて 、 全 塩基 配列 な 決定 しだ 。 まだ ・ RuBPC ° SSU

　 は 、 　 の RuBPC　e 　SSuの 塩基配列をも とに 作 っ 灘合 成プ ロ ーブに よ り、

　 ハ イブ リッ ド形成す 愚ク ra　V 一ン な得た 。　LBCPの ク tt・Pt ン に つ い て も全 鎖長 を 含む

　 と思わ れ る長さの d ン サ v ・S 卜薤持 っ だクロ・・一ン に つ いて 、 dideoxy法に よ り全 塩

　 基 配列凝決定 し艶  

　　（結果 と考 察 ）ニ ホ ンナ シ Ru騨 C ・ SSuの cDNA クロ ー ン （pChoSSu5188 ）の 全 塩基配

　 列か ら 、 RuBPC　e　SSuは 、 前駆体と して 、 分子 量 約2  ，500の 蛋 白 と考 え られ 、他植

　 物で の 塩基配列 との 比較 か ら 、 Peaと は 、約 76 ％の 相同性が み られ ・L皇凱 廴 且止

　 盤 とは 、 約 73 ％ の 相 同性が み られ 捷 。 従 っ て 、 RuBPC　e
　SSuは 、 ニ ホ ン ナシ に お

　 い て も 、 よ く保存謬れて い ると結論で き る 。

一
方 、 LHcpe：つ い て は 、 全長で 、 分

　 子蠶約28，500と考 え られ る調 he臨 匙と 研 胴 性 は ・ 68 ％ で 高 い が ・ Transit　 Pep

　 覇 deの 部分の 掘同 性 は約 40 ％ で 、 成熟 蛋 白部分の 相同性 72 ％ に 跳べ て 著 し く

　 低 い 。 Llicpei　
s

“ 般 に 、 よ く，ee存さ れて い る と考 え ら れて い る が 、ニ ホン ナ シ に

　 お い て は 、 変 異 が 認め られ 、 成 熟過 程に 違い が あ る こ と も考 え られ る 。 今回 得 ら

　 れ 叛 c酬 《ク ロ va ン 塰も とに して 、 二 承 ン ナ シ で eSMultigene　Fami　ly を形 成 して

　　い るの か 、 ま距 、 nultigene　Familyig形成 して い れ ば 、 そ れ らの うち ど の geneが ・

　 主 に黯現 して い るか 、 あ る い は 、 時期等 に よ lj　” そ の 発現 パ ター ン が 変 るか な ど ・

　 発現 の 制 御 凝検討 し 薩 い 。
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